
　　　　　　　　　社団法人日本溶接協会神奈川県支部～一般社団法人神奈川県溶接協会へ

　　　　　　昭和３０年

　　　　　(１９５５年) 　　　　　挨拶　神奈川県商工部長

　　　　　　　昭和３１年　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和３１年８月２８日　・　会場　横浜貿易協会第１会議室

　　　　　　(１９５６年) 　　　　　県商工部長・工務課長主催

　　　　　昭和３０年１２月７日　・会場　横浜貿易協会第１会議室

　　　神奈川県支部設立打合せ会（神奈川県商工部が発起人の中心となる）

　　　　　昭和３１年８月２８日　・会場　横浜貿易協会第１会議室

　　　　神奈川県支部設立準備会

社団法人日本溶接協会神奈川県支部　　　　設立　昭和３２年３月９日
一般社団法人神奈川県溶接協会　　　　　　　移行　平成２１年４月１日

昭和３０年７月付の日本熔接協会の都道府県支部の結成についての要望を受けて以下設立打ち合わせ会、設立準備会等を
経て日本溶接協会神奈川県支部が設立されました。

一般社団法人神奈川県溶接協会の歩み



1 敬称略

　　年度 団体会員数 評価試験 　　全国溶接技術競技会
４月～３月 主な出来事 支部長 （会社・工場） 受験者数 　　　　　　　　　　　　その他の主な事業 　　神奈川県代表　優勝者

昭和３２年 設立総会　　３月９日 柴田　晴彦 ７４社 ５４名 ・手溶接受験準備講習会(学科・実技)の実施　現在に至る 　全国都道府県支部溶接コンク－ル
(１９５７年) 　神奈川県水産会館 　現・全国溶接技術競技会に参加し

　挨拶　県商工部長 ・技術講習会『アルゴンア－ク溶接及びア－クエアガウジング法』 　現在に至る
　事務局を神奈川県商工部 第一回　大会は　１９５１年
　工務課内に置く 会場　東京　石川島播磨重工業㈱
　（常任理事　工務課長が兼務） 神奈川県に溶接協会はありませんでしたが
　事務局員は県の職員が兼務 神奈川県の選手が優勝しています。

　昭和３９年３月まで 　長谷鉄工所　鈴木清美

役職 氏名　

昭和３２年度支部長 柴田　晴彦

副支部長 浅沼　博

常任理事 長瀬　三郎

理事 高市　利夫

理事 雲瀬　富三郎

理事 松岡　忠正

理事 柳田　敏夫

監事 山内　一能

監事 福島　三郎

昭和３３年 柴田　晴彦 ９７社 ６８名 ・第１回　神奈川県溶接技術コンク－ル　神奈川県及び支部共催

(１９５８年) 第１回神奈川県 　　　　　　　会　場　神奈川県工業試験場 昭和３３年度（第５回）全国溶接技術競技会

　溶接技術コンク－ル開催 ・講習会『軟鋼用溶接棒について』講演と実習及び映画 （１９５８年）

（神奈川県と共催） ・講習会『炭酸ガス　酸素ア－ク溶接について』講演と実演 　会場　東京都立工業奨励館

　会場　神奈川県工業試験所 ・講習会『ステンレスの溶接について及びハ－ドフェ－シング溶接 　　優勝　

　手溶接　　２８名 　　　　　　　　　について』講演と実演 　　被覆ア－ク溶接の部

　ガス溶接　２０名 ・非破壊講習会『溶接部に対する超音波探傷法について』 　　　　鈴木　茂克

　 ・研究会『溶接工の安全について』講演及び器具の展示解説 　　　日立造船㈱神奈川工場

以後毎年開催平成２９年で

　６０回になりました
昭和３４年 三上　博 １０５社 １７３名 ・講習会『やさしいア－ク溶接』ﾃｷｽﾄとして講義
(１９５９年) ・溶接技術講習会『溶接作業と溶接棒の合理的な選択と使用について』

　　　　　　　　『特殊鋼の溶接並びに補修溶接の施工要領について』

　　　　　　　　『鋳物の溶接について』
昭和３５年 三上　博 １１３社 不明 ・溶接技術相談の開始　　　相談件数８件
(１９６０年) 昭和３５年度（第７回）全国溶接技術競技会

（１９６０年）
　会場　神奈川総合職業訓練所
　　優勝　
　　被覆ア－ク溶接の部
　　　　山武　進

　　日本鋼管㈱鶴見造船所

浦賀船梁㈱浦賀造船所熔接課長

大島工業㈱労務課長

バブコック日立㈱横浜工場

㈱福島鉄工所

所属

設　立　時　役　員

昭和３２年～平成２９年

横浜国大　教授

神奈川県工務課長

富士電機製造㈱川崎工場原材課長

三菱日本重工㈱横浜造船所修繕部船体課長

日本鋼管㈱鶴見造船所造船部長
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昭和３６年 三上　博 １２０社 ２００名 ・溶接技倆講習会『アークエア－法について・交流ア－クエアガウジング法の
(１９６１年) 　　　　　　　　　　　実際について・ドイツに於けるろう付けの現状について』

・ア－コス半自動溶接機の講習会
　　　　　　『イナ－トガス溶接一般について』
　　　　　　『炭酸ガスシ－ルド半自動溶接について』
　　　　　　『アーコスア－ク溶接法の実際について』
・講習会　『最新の特殊溶接並びにその溶接装置について』

　　　　　高張力鋼及び低温用鋼材について・最近の新しい溶接法について
　　　　　　炭酸ガス溶接法について

昭和３７年 三上　博 １２９社 ２２３名 ・ア－ク溶接技術講習(研究)会及び見学会
(１９６２年) 　　　　　『溶接一般について』　及び実技指導　㈱神戸製鋼所藤沢工場

2
　　年度 団体会員数 評価試験 　　全国溶接技術競技会
４月～３月 主な出来事 支部長 （会社・工場） 試験会場 　　　　　　　　　　　　その他の主な事業 　　神奈川県代表　優勝者

受験者数
昭和３８年 三上　博 １４０社 ２９０名 ・講習会　『半自動溶接装置実演及び講演会』
(１９６３年) 　　　半自動溶接法の原理と利点・溶接機器・溶接条件・応用分野等について

・ア－ク溶接技術講習(研究)会及び見学会
　　『アーク溶接の基礎的理論・新しい溶接技術・溶接棒の選び方・実演・見学』

　　　　　　　　　　富士溶接棒㈱相模原工場・神奈川県工業試験所
昭和３９年 三上　博 １９８社 ２８４名 ・技能オリンピック県予選を受託昭和４７年まで
(１９６４年) 昭和４０年３月から ・技術講習会『被覆ア－ク溶接法について』

事務局を ・講演並びに実演の会『ヨーロッパに於ける自動・半自動溶接の現況』
農業機械会館内に移す ・実演『自動・半自動溶接の新しい技術の紹介実演』
事務局が県から独立した ・見学会『日本鋼管㈱鶴見造船所・鶴見製鉄所・東芝科学館』

昭和４０年 三上　博 ２１８社 ５５５名 ・検定試験年４回
(１９６５年) ・見学会『神奈川県横浜工業技術職業訓練所・ 昭和４０年度（第１１回）全国溶接技術競技会

・神戸製鋼所㈱藤沢工場・いすゞ自動車㈱藤沢工場』 （１９６５年）
・講演会『ＣＳア－ク半自動溶接技術講習会』 　会場　石井鐵工所東京工場
・見学会『神奈川県横浜工業技術職業訓練所・神戸製鋼㈱藤沢工場 　　優勝　
　　　　　　いすゞ自動車㈱藤沢工場』 　　ガス溶接の部

　　　清　一夫
東京芝浦電気㈱トランジスタ工場

昭和４１年 事務局を 三上　博 ２２８社 ６１３名 ・検定試験年１０回
(１９６６年) 日本輸出雑貨ｾﾝﾀ-に移す ・溶接基礎技術講習会

・見学会『㈱会田鉄工所・日本電気㈱相模原工場・　富士溶接棒㈱』

昭和４２年 支部創立１０周年記念式典 三上　博 ２３８社 ８７２名 ・この年から検定試験を毎月実施する
(１９６７年) 記念講演　三鬼陽之助 ・ガス溶接技能講習会募集業務を開始現在に至る

『最近の経済動向について』 ・見学会『東急車輛製造㈱・浦賀重工業㈱浦賀工場』
　参加者　１６０名

昭和４３年 三上　博 ２４８社 ９８３名 ・講習会『半自動ア－ク溶接基本技術講習会』
(１９６８年) ・講習会『溶接技術指導者講習会』

・見学会『東京芝浦電気㈱タービン西工場・
　　　　千代田化工建設㈱川崎工場・東芝科学館』

昭和４４年 協会設立以来受験者が 三上　博 ２５０社 １０６０名 ・講演会『国内に於ける溶接技能競技会の状況について』
(１９６９年) １０００名を超えた 　　　　　『海外の溶接技能競技会(技能五輪)について』

・見学会『国際ウェルディングショｰ』
昭和４５年 三上　博 ２５５社 １０３０名 ・講習会『溶接技術指導者講習会』　アーク溶接の問題点と考え方
(１９７０年) ・講演会『最近の溶接技術の傾向について』　横須賀地区対象
昭和４６年 事務局を(財)日本溶接技術 三上　博 ２７７社 １２８８名 ・講習会『溶接技術指導者講習会』　アーク溶接の問題点と考え方
(１９７１年) センタ－に移す ・見学会『三菱重工業㈱横浜造船所本牧工場・

　　　　　　日本石油精製㈱根岸製油所・東京芝浦電気㈱浜川崎工場』
昭和４７年 三上　博 ３０１社 １２４７名 ・講習会『溶接技術指導者講習会』溶接技術について
(１９７２年) 　　　　　　　　　　　半自動溶接講習会の実際について

・見学会『相模原機械金属工業団地・キャタピラ－三菱㈱・
　　　　　　　　　　セントラル自動車㈱相模原工場』

昭和４８年 昭和４８年度第１９回 三上　博 ３０９社 １２９１名 ・アーク溶接特別教育の開始現在に至る
(１９７３年) 全国溶接技術競技会開催 ・講習会『溶接技術指導者講習会』　アーク溶接の問題点と考え方

期日　昭和４８年１１月３日 　　　　　　　　　　　　　　　溶接技術について(ガス溶接を含む)
会場　三菱重工業㈱横浜製作所
被覆ア－ク溶接の部　３８名 ・前年まで依頼を受けて続けていた技能オリンピック神奈川県予選を返上する
ガス溶接の部　　　　　１９名
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3
　　年度 団体会員数 評価試験 　　全国溶接技術競技会
４月～３月 主な出来事 支部長 （会社・工場） 試験会場 　　　　　　　　　　　　その他の主な事業 　　神奈川県代表　優勝者

受験者数
昭和４９年 三上　博 ３１５社 １８６３名 ・建設省告示１３０８号による工場調査受託
(１９７４年) ・見学会『日本鋼管㈱鶴見造船所・㈱東芝鶴見工場・

　　　　　　　　昭和石油㈱川崎製油所』
・講習会『溶接技術について・ア－ク溶接の問題点と考え方』

昭和５０年 この年で県補助金カット 三上　博 ３２３社 ２６２７名 ・講習会『溶接棒の選び方・使い方』
(１９７５年) ・見学会『富士電機㈱川崎工場・東芝科学館・

　　　　　　(財)日本溶接技術センタ－』

昭和５１年 昭和５１年度（第２２回） 三上　博 ３２８社 ２００６名 ・講習会『溶接管理について』 昭和５１年度（第２２回）全国溶接技術競技会
(１９７６年) 全国溶接技術競技会開催 ・見学会『三菱電機㈱鎌倉製作所・東急車輛製造㈱』 （１９７６年）

期日　昭和５１年１０月２４日 会場　新日本製鐵㈱
会場　新日本製鐵㈱ ・第２２回全国溶接技術競技会を金川県で開催 　　　製品技術研究所（相模原市）
　　　製品技術研究所（相模原市） 　会場　相模原市　新日本製鉄㈱製品技術研究所 　　優勝
被覆ア－ク溶接の部　４２名 　被覆ア－ク溶接の部
ガス溶接の部　　　　　１３名 　　熊倉　益男

　三菱重工業㈱横浜製作所
昭和５２年 三上　博 ３３６社 ２００９名 ・半自動溶接受験準備講習会を開始現在に至る
(１９７７年) ・ロウ付け技術受験準備講習会を開始現在に至る

・講演会『溶接構造物に関する講演会』
・見学会『日本鋼管㈱京浜製鉄所扇島工場』

昭和５３年 三上　博 ３２８社 ３３７７名 講演会『鉄骨構造物の溶接のあり方』
(１９７８年) 見学会『いすゞ自動車㈱藤沢工場』
昭和５４年 三上　博 ３２４社 ３３００名 ・ステンレス鋼溶接受験準備講習会を開始現在に至る
(１９７９年) ・『粉じん作業特別教育』を開始現在に至る

・講演会『高張力鋼の溶接割れについて』
・見学会『職業訓練大学校』

昭和５５年 三上　博 ３３３社 ３３４７名 ・講習会『現場に役立つ炭酸ガス半自動 昭和５５年度（第２６回）全国溶接技術競技会
(１９８０年) 　　　　　　　　　　　アーク溶接法の理解と溶接機の管理』 （１９８０年）

・見学会『㈱アマダ(アマダホ－ル)』 会場　雇用促進事業団
　　中央技能開発センタ－　（千葉県千葉市）
　　優勝
　被覆ア－ク溶接の部
　　鎌倉　広喜
　三菱電機㈱鎌倉製作所

昭和５６年 社団法人日本溶接協会 三上　博 ３４９社 ４１７２名 ・講演会『アーク溶接ロボットの講演と実演の会』
(１９８１年) 溶接技術中央検定場が川崎市に ・講演会『地震と溶接構造物』

開設された。 ・見学会『東急車輛製造㈱』
これにより、神奈川県工業試験所
において実施して来た溶接技能
検定試験は溶接技術中央検定場
に移行した

昭和５７年 創立２５周年記念式典開催 三上　博 ３５４社 ４８８０名 ・講演会『アーク溶接ロボットの講演と実演の会』 昭和５７年度（第２８回）全国溶接技術競技会

(１９８２年) 記念講演　商工部次長　内田均 ・見学会『㈱東芝浜川崎工場・東芝科学館・ （１９８２年）
『昭和５７年度神奈川県 　　　　　　　新明和工業㈱東京サービスセンター』 会場　溶接技術中央検定場　（川崎市）
　　商工施策について』

　　優勝
昭和５７年度（第２８回） 　被覆ア－ク溶接の部
全国溶接技術競技会開催 　　松田　浩
期日　昭和５７年１０月３１日 　三菱電機㈱鎌倉製作所
会場　溶接技術中央検定場

昭和５８年 三上　博 ３４２社 ４４７９名 ・講演会『拡散溶接の現状について』

(１９８３年) ・講演会・見学会『新しい溶接自動化の具体例に関する実演・解説会』

　　　　　　　　　　　　

昭和５９年 三上　博 ３３１社 ４４５８名 ・講演会『ヨーロッパの企業視察を終えて』

(１９８４年)

昭和６０年 三上　博 ３３１社 ４６５７名 ・講演会『溶接構造物の破壊事故について』

(１９８５年) ・見学会『ファナック㈱』 3/8



昭和６１年 三上　博 ３４３名 ４５９０名 ・技術講習会『現場に役立つマグﾞ及びパルスマグﾞ

(１９８６年) ・半自動溶接法とその溶接機器の管理・取り扱い』

・見学会『’８６国際ウェルディングショｰ』

昭和６２年 三上　博 ３３０社 ４９８４名 ・講演会『界面接合技術の現状と課題』

(１９８７年)

昭和６３年 三上　博 ３３９社 ４８８４名 ・チタン溶接受験準備講習会を開始現在に至る

(１９８８年)

4

　　年度 団体会員数 評価試験 　　全国溶接技術競技会
４月～３月 主な出来事 支部長 （会社・工場） 試験会場 　　　　　　　　　　　　その他の主な事業 　　神奈川県代表　優勝者

受験者数
平成１年 隈部日出夫 ３４８社 ５１４２名 ・技術講習『鉄骨構造でのＣＡＤ／ＣＡＭ導入検討講習会』
(１９８９年) 三神支部長が退任し ・工場見学と実演『日立精工㈱　最近のインバ－タ

隈部日出夫支部長と交替した 　　　　　　　　　　　　　　　　ア－ク溶接機を中心とする実演と工場見学』

平成２年 機関紙　Ｋ＆Ｗの発行開始 隈部日出夫 ３５９社 ５７５５名 ・見学会『日鐵溶接工業㈱習志野工場』
(１９９０年) 　　　　　　　現在に至る

平成３年 隈部日出夫 ３５９社 ６３６２名 ・講演会『ろう付けの現状-主としてろうの種類と特性』

(１９９１年) ・見学会『三菱重工業㈱相模原製作所』

平成４年 隈部日出夫 ３６０社 ６５６８名 ・技術講習会『鉄骨溶接施工マニュアル講習会』 平成４年年度（第３８回）全国溶接技術競技会
(１９９２年) 全国溶接技術競技会で ・見学会『東急車輛製造㈱』 （１９９２年）

神奈川県が２種目同時優勝 会場　雇用促進事業団
　　沖縄技能開発センタ－　（沖縄県）

この年から全国溶接技術競技会 　　優勝
神奈川県代表選手のミーテング会 　被覆ア－ク溶接の部　伊牟田拓司
を実施する。その後ミニコンク－ル 　　三菱電機㈱鎌倉製作所
に移行した。 　半自動溶接の部　　　　田村　雅信

　　㈱東芝京浜事業所

平成５年 隈部支部長が退任し 池田　健治 ３６８社 ６７８８名 ・講演会『日本の鉄の歴史』 平成５年年度（第３９回）全国溶接技術競技会

(１９９３年) 池田健司支部長と交替した ・見学会『荏原製作所㈱藤沢工場』 （１９９３年）

会場　雇用促進事業団

　　ポリテクセンタ－石川　（石川県高岡市）

　　優勝

　被覆ア－ク溶接の部　佐久間博章

　　三菱電機㈱鎌倉製作所

平成６年 池田　健治 ３７４社 ７２４５名 ・講演会・見学会『最近のア－ク溶接機について』

(１９９４年) ・見学会『新日本製鉄㈱鉄鋼研究所』
平成７年 池田　健治 ３７３社 ６９４１名 ・講演会・見学会『最近の溶接材料ついて』

(１９９５年) ・見学会『日本鋼管㈱鶴見事業所』
平成８年 池田支部長が退任し 相原　正公 ３７３社 ７１２６名 ・講演会・見学会『最近の自動溶接ｼｽﾃﾑについて』
(１９９６年) 相原正公支部長と交替した ・見学会『全日空羽田メンテナンスセンタ－』

平成９年 相原　正公 ３６４社 ７５０２名 ・見学会『住友重機械工業㈱横須賀造船所』
(１９９７年) ・講演会『ステンレス鋼溶接の実際とその応用』

・講演会『アルミ及びｽﾃﾝﾚｽ鋼薄板構造物の自動溶接施工について』
　　　　　　　

平成１０年 相原　正公 ３５８社 ７０２３名 ・講演会・見学会『橋梁製作工法と溶接工法について』

(１９９８年)
平成１１年 相原　正公 ３３６社 ６９３５名 ・講演会・見学会『最近のレーザ－加工技術について』

(１９９９年)
平成１２年 相原　正公 ４０６社 ６０９０名 ・講演会・見学会『メガフロ－トの洋上接合技術』
(２０００年) ・講演会『ステンレス鋼とチタンの溶接技術の実際とその応用』
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平成１３年 平成１３年度（第４７回） 相原　正公 ４４６社 ６１６２名 ・講演会・見学会『溶接技能伝承に於けるＩＴ化の試み』 平成１３年度（第４７回）全国溶接技術競技会

(２００１年) 全国溶接技術競技会開催 （２００１年）

期日　平成１３年１０月２９日 　この年から全国溶接技術競技会は主催社団法人日本溶接協会は変わらないが 会場　三菱重工業㈱横浜製作所

会場　三菱重工業㈱横浜製作所 全国溶接協会各地区委員会と主催県の共催となった。 　　優勝

　被覆ア－ク溶接　　５４名 これにより、競技会名は　全国溶接技術競技会東部地区神奈川県大会となった 　被覆ア－ク溶接の部　荒谷富成

半自動溶接　　　　　５５名 　　　㈱東芝京浜事業所

5

　　年度 団体会員数 評価試験 　　全国溶接技術競技会
４月～３月 主な出来事 支部長 （会社・工場） 試験会場 　　　　　　　　　　　　その他の主な事業 　　神奈川県代表　優勝者

受験者数

平成１４年 相原　正公 ４５３社 ５８２０名 ・講演会『すぐ役立つ易しい溶接技術』

(２００２年) ・講演会・見学会『最近に於ける自動車溶接の自動化状況について』

平成１５年 相原　正公 ４４２社 ５４７４名 ・見学会『ものづくり先端技術研究センタ－・つくば宇宙センタ－』 平成１５年度（第４９回）全国溶接技術競技会

(２００３年) （第４９回）全国溶接技術競技会 （２００３年）

　半自動溶接の部　鈴木淳一 会場　長崎県立佐世保高等技術線猛攻

　　優勝

　半自動溶接の部　鈴木淳一
　　　　　　　　　 　　三菱重工業㈱横浜製作所

平成１６年 相原　正公 ４４９社 ５１２２名 ・講演会『ガスシ－ルドアーク溶接の基礎と実際』
(２００４年) ・見学会『日本ウエルディング・ロッド㈱浜北製造所』
平成１７年 相原　正公 ４４７社 ５４８２名 ・講演会『ステンレス鋼溶接に於けるトラブル事例と原因・対策』
(２００５年) ・見学会『住友重機械マリンｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱・

４月、ホ－ムペ－ジを開設 　　　　　　　　　　　　　　日産自動車㈱追浜工場・海洋開発研究機構』
平成１８年 相原　正公 ４４２社 ５５１５名 ・講演会『溶接構造物に関する設計・施工・検査技術のポイント』 平成１８年度（第５２回）全国溶接技術競技会
(２００６年) （第５２回）全国溶接技術競技会 ・見学会『海上技術安全研究所・日野自動車㈱日野工場』　　　　　　　　 （２００６年）

　被覆ア－ク溶接の部　柳内信吾 会場　徳島県徳島職業能力開発促進センタ－
　　優勝
　被覆ア－ク溶接の部　柳内信吾
　　㈱ＩＨＩ　横浜第一工場

平成１９年 創立５０周年記念式典を開催した 村上　秀夫 ・社団法人日本溶接協会神奈川県支部創立５０周年記念式典 平成１９年度(第５３回)全国溶接技術競技会

(２００７年) ４３７社 　　祝賀会／講演会 東部地区　群馬県大会

相原支部長が退任し 　期　日　平成１９年９月１５日(土)１０時～１４時３０分 平成19年10月28日

村上秀夫支部長となる 　会　場　横浜市みなとみらい　パシフィコ横浜５階会議場 群馬県前橋市

　参加者　２７２名・　記念講演　寺島実郎 群馬県立群馬産業技術センタ－

　優勝

・講演会「溶接技能のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化による溶接の基礎と新展開」 　半自動溶接　清水　茂寿

・見学会『東急車輛製造㈱』『三菱重工業㈱横浜製作所金沢工場』 　　㈱東芝京浜事業所

平成２０年 村上　秀夫 ４３２社 ６３１１名 ・講演会「技術情報の有効活用」

(２００８年) 平成２１年度から 　期　日　平成２１年３月３日　　参加者　３３名

一般社団法人に移行承認ための ・見学会　平成２１年３月３日　　参加者　４３名

臨時総会を開催した 　　　　　　JFEエンジニアリング㈱鋼構造事業部千葉工場

期日　平成２１年３月１０日 　　　　　　羽田空港D滑走路拡張工事

５６８１名
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　会　長 会員数 受験者数
村上秀夫 ４３３社 ６４３５名 　＊　平成２１年４月１日一般社団法人神奈川県溶接協会に移行

平成２１年 ◎　　一般社団法人化に合わせて神奈川県溶接協会ロゴマ－クKNGWESを制定
（２００９年） 　　　及び神奈川県溶接協会旗及び神奈川県溶接コンク－ル優勝旗を作成した

・講演会　『溶接・切断の安全衛生』　　６２名
　　期日　平成２２年３月１７日

＊　第１回神奈川県高校生 　　会場　(財)日本溶接技術センタ－
溶接コンク－ルを開催する ・見学会　『住友金属工業㈱鹿島製鉄所・原子力研究開発機構東海研究センタ－』

　　平成２２年３月１２日　　３４名
　＊　神奈川県工業高校教師、生徒の夏季研修会を開催する。以降毎年継続する
　＊　第１回神奈川県高校生溶接コンク－ル　以後毎年継続する
・　『アーク溶接特別教育』　７８名
・『粉じん作業特別教育』　　１５６名

村上秀夫 ４２０社 ５７１３名 ・見学会　①　『三井造船㈱千葉造船工場・ＪＡＬ羽田機体整備工場』　参加者　５０名
平成２２年度 ＊　３月１１日　東日本大震災起こる 　　　　　　②　ＪＡＬ羽田機体整備工場』
（２０１０年） 　これにより計画停電実施される 　　　　　　期　日　平成２３年２月２３日

　　　　　参加者　５０名
*第１回関東甲信越高校生溶接コ
ンク－ル開催される ・講演会　『保全技術者に役立つ溶接技術』
　・平成２２年４月２４日（土） 　３月１７日但し大地震による会場利用不可能につき次年度（５月）にに延期
　・東京ビックサイト　 ・　第１回関東甲信越高校生溶接コンク－ル神奈川県代表選手２名派遣

　　以後毎年継続する
・　『アーク溶接特別教育』　５８名
・『粉じん作業特別教育』　　１５３名

村上秀夫 ４０９社 ５８９３名 ・見学会　①　首都圏外郭放水路　龍Ｑ館
平成２３年度 　　　　　　②　東日本旅客鉄道東京総合車両センタ－
(２０１１年) 　　　　　　　期　日　平成２４年２月２７日

　　　　　　　参加者　４５名
・講演会　『保全技術者に役立つ溶接技術』　平成２２年度から延期して開催した
　期日　　平成２３年５月２５日　　参加者　８６名
　会場　　ワ－クピア横浜
・講演会　『最新のア－ク溶接機・溶接法の現状と動向』　参加者　　　　　６０名
　期日　　平成２４年３月１６日
　会場　　神奈川産業振興センタ－
・　『アーク溶接特別教育』　６０名
・『粉じん作業特別教育』　　１０１名

　・　神奈川溶協交友会設立 村上秀夫 ４０２社 ６０７１名
＊一般社団法人神奈川県溶接協会の役員・委員・講師・事務局等の現役又はＯＢによる　交流
会を立ち上げ設立総会開催した。

平成２４年度 　神奈川溶協交友会
(２０１２年) 　期　日　　平成２４年１１月３日(土)

　会　場　　横浜崎陽軒本店
　参加者　　５８名
・講演会　『スーパ－アロイの特性と溶接』　　　参加者８１名
　期日　　平成２５年２月１８日
　会場　　神奈川産業振興センタ－　（横浜市中区）
・見学会　平成２５年３月６日　　参加者　４５名
　見学先　①　㈱荏原製作所藤沢工場
　　　　　　②　㈱東芝京浜事業所
・　『アーク溶接特別教育』　７６名
・『粉じん作業特別教育』　　１７５名

（社）日本溶接協会神奈川県支
部は一般社団法人神奈川県溶

接協会に移行した。
代表者は代表理事　会長とな

平成２１年度（平成２１年４月）より社団法人日本溶接協会神奈川県支部は一般社団法人神奈川県溶接協会となる
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平野賢治 ・第２回溶協交友会総会開催

平成２５年度 村上会長が退任し ４０２社 5635名 　期日　平成２６年１月２５日 ・平成２９年度（第６３回）全国溶接技術競技会

（２０１３年） 平野賢治会長と交替した 　会場　横浜市中区山下　メルパルク横浜　　参加者　５０名 　を一般社団法人神奈川県溶接協会主催で

・講演会　『最新の大型構造物について・東京ゲ－トブリッジと東京スカイツリ－』 　開催することを決定した。

　参加者　６４名 　競技会場は　㈱IHI　横浜工場とした

　期　日　　平成２５年２月１８日

　会　場　　神奈川産業振興センタ－　（横浜市中区）

　・見学会　　①　JAXA地球観測センタ－

　　　　　　　　②　ホンダ技研埼玉製作所

　　期　日　　平成２６年２月２６日　参加者　５３名

　・　『アーク溶接特別教育』　５４名

　・『粉じん作業特別教育』　　１５１名

・講演会『アルミニゥム材料の溶接』

平成２６年度 平野賢治 ４１１社 ５９７６名 　参加者　４８名

（２０１４年） 　期　日　　平成２７年３月１０日

　会　場　　神奈川産業振興センタ－　（横浜市中区）

　後　援　　（一社）軽金属溶接協会

・見学会　

　期　日　　平成２７年２月１８日　　参加者　２４名

　見学先　①　立川都民防災教育センタ－

　　　　　　　②　宇宙航空研究機構　相模原キャンパス

・第５回　関東甲信越高校生溶接コンク－ル

　　　　　　同時開催　全国選抜高校生溶接コンク－ル

　期　日　平成２６年４月２６日

　会　場　東京ビックサイト

　　　　　　２０１４国際ウェルディングショ－特設会場

　　　全国９地区溶接協会連絡会から推薦された選手

　　　　関東甲信越は２２名参加

　　　　全国選抜は　１７名参加

・グラインダ特別教育を実施以後継続　一般財団法人日本溶接技術センタ－と共催

平成２７年度 平野賢治 ４１１社 ５９１２名 ・見学会 平成２７年度より神奈川県溶接技術コンク－ル

（２０１５年） 　期　　日　平成２７年１１月１７日　参加者　２２名 　第２部を参加者減少につき中止した

　見学先　①　海洋研究開発機構　横浜研究所 　以後は廃止した

　　　　　　②　住友重機械ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱横須賀工場

・講演会は開催しない
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平成２８年度 平野会長が退任し 志賀啓介 ４２８社 ６３８１名 ・講演会　『ステンレス鋼溶接の実際』　　

（２０１６年） 志賀啓介会長となる 　期　日　平成２８年１１月１０日

　会　場　神奈川産業振興センタ－

　参加者　１００名

・見学会　①　量子科学技術研究開発機構那珂核融合研究所

　　　　　　②　新日鐵住金㈱鹿島製鉄所

　　期　日　平成２９年２月２４日

　　参加者　２９名

平成２９年度 平成２９年度（第６３回） 志賀啓介 社 　　名 ・平成２９年度（第６３回） ・個人賛助会員を廃止し個人会員を設ける

（２０１７年） 全国溶接技術競技会を開催する 　全国溶接技術競技会東部地区神奈川大会

　期日　平成２９年１０月２１日　開会式

　　　　　平成２９年１０月２２日　競技会

　開会式会場　横浜ロイヤルパ－クホテル　鳳翔

　競技会会場　㈱ＩＨＩ　横浜事業所

　参加者　被覆ア－クの部　　５６名

　　　　半自動溶接の部の部　５６名

　　　支　部　長／会　長 　　　　　　　　評価試験会場　(定期試験) ・全国溶接競技会　神奈川県開催

１．神奈川県工業試験場 　　　

　　　柴田　晴彦 　　昭和３２年～昭和５５年まで １．昭和３５年

２．(社)日本溶接協会溶接技術中央検定場 　　神奈川総合職業訓練所

　　　三上　　博 　　昭和５６年～現在に至る ２．昭和４８年

３．(財)日本溶接技術センター 　　三菱重工業㈱横浜製作所

　　　隈部日出夫 　　昭和５６年～現在に至る ３．昭和５１年

４．日立精工㈱現日立ビアエンジニアリング㈱ 　　新日本製鉄㈱製品技術研究所

　　　池田　健治 　　昭和５９年～平成２１年２月　終了 ４．昭和５７年

　　溶接技術中央検定場

　　　相原　正公 ５．平成１３年

　　三菱重工業㈱横浜製作所

　　　村上　　秀夫 ６．平成２９年

　　㈱ＩＨＩ　横浜事業所

　　　平野　　賢治

　　　志賀　　啓介

平成１年～平成４年

２期(４年)

１期（２年）

昭和３２年～昭和３３年度

１５期（３０年）

備考　　任期の１期は２年です

平成５年～平成７年

１期半(３年)

平成８年～平成１８年

５期半(１１年)

平成２８年～現在

平成２５年～２７年

平成１９年～平成２４年

３期(６年)

１期半(３年)

　平成２１年４月～(社)日本溶接協会協会神奈川県支部は一般社団法人神奈川県溶接協会になりましたので平成２１年４月から支部長の呼称は会長になりました。

昭和３４年昭和６３年

任　　期
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